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１．はじめに
連続繊維シート補強工法は、基本の耐久性に優れた工法であ

るが、表層の外観や耐久性または、外力からの保護や防火性能

の向上のために、仕上塗料材料、左官系仕上、成形板系仕上な

どが施されています。しかし、連続繊維シート補強面と仕上げと

の一体的接着が確保されていないと、ひび割れ・剥がれ等の不

具合の発生が懸念され、使用材料および施工の方法については

注意が必要です。現状は連続繊維シート補強に適していない材

料および工法が採用されているケースもあることから、ここに連

続繊維シート補強に対応している仕上材の工法をお知らせしま

す。

２．仕上材一覧
連続繊維シート補強工法に適応できる製品を、協会 C、D 会

員へアンケートを行いました。アンケートの回答から仕上材料毎

に分類し表に示します。実際の価格および仕様に関してはメー

カーにお問い合わせください。

３．施工上（下地処理）の留意
連続繊維シート補強に対する仕上材の施工は、連続繊維シー

ト補強面への処理が各社異なっているものの以下の３種類に大

別されます。

＊連続繊維シート補強の施工が終了している状態を下地として記

しています。すなわち含浸接着樹脂上塗り及び脱泡を行い養生

が終了している状態。

１）接着剤による処理
主に塗装仕上に用いられます。

・不陸処理を行う場合は樹脂が硬化する前に（タックのある

状態で）追っかけでモルタル等を施工。

２）硅砂の散布による処理
主にモルタル仕上の場合に用いられます。

・含浸樹脂の再塗布後硅砂の散布を行うので、硅砂大きさ（３

～４号）、散布のタイミング、硬化後に余分の硅砂を除去す

る等注意が必要。

・塗装、タイル及び耐火被履材の下地となる場合は、モルタ

ルの仕様が異なるので確認の上施工。

３）ポリーマー混入セメントモルタルによる処理
主に塗装の下地調整及びモルタル仕上の場合に用いられる。

・使用する樹脂の種類及び混入の量により性能が影響される

ので、仕様を確認の上施工。
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４．まとめ
各社とも下地処理から仕上げまでのラインナップをそろえてい

るので、最終の仕上げが何であるかを目安に商品を選定して下

さい。下地処理から仕上げまでを同じメーカーの製品で施工す

ることが望ましいと考えます。もしも、最終の仕上材と下地処理

のメーカーが異なる場合はそれぞれのメーカーに問い合わせ確

認を行ってから施工をして下さい。

＊今回紹介した製品を使用する場合、各メーカーに仕様をご確

認下さい。

以上
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